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レ
バ
ノ
ン
で
ま
た

罪
の
な
い
子
ど
も
た

ち
が
戦
火
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
。
あ
ど
け
な
い
子

ど
も
た
ち
の
写
真
に
心
が
痛

み
ま
す
。
私
は
今
年
も
学
童

保
育
所
の
キ
ャ
ン
プ
で
一
年

生
と
山
登
り
を
し
ま
し
た

が
、
戦
争
を
し
な
い
こ
と
が

こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
実
感
し
ま
す
。
日
本

を
戦
争
す
る
国
に
し
な
い
こ

と
、「
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
が
笑
い
あ
え
る
」
よ
う
に

私
た
ち
親
が
も
っ
と
も
っ
と

頑
張
ら
ね
ば
▼
楽
し
い
夏
休

み
の
プ
ー
ル
で
２
年
生
の
女

の
子
が
命
を
奪
わ
れ
ま
し

た
。
流
水
プ
ー
ル
で
吸
い
込

み
口
の
フ
タ
が
外
れ
て
い
た

な
ど
、「
事
故
」
で
は
す
ま
さ

れ
な
い
「
事
件
」
で
す
。
ア

ル
バ
イ
ト
の
監
視
員
は
誰
も

吸
水
口
の
こ
と
に
つ
い
て
注

意
を
う
け
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
市
は
委
託
し
た
管
理
会

社
が
下
請
け
に
丸
投
げ
し
て

い
た
こ
と
を
「
全
く
し
ら
な

か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
指

定
管
理
者
制
度
で
「
安
全
管

理
」
の
責
任
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
名
古
屋
で
も

す
べ
て
の
プ
ー
ル
が
指
定
管

理
者
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
安
全
管
理
に
責
任
を
負

う
だ
け
の
委
託
料
が
保
障
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
▼

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
に
原

爆
が
落
と
さ
れ
て
か
ら　

年
61

目
の
暑
い
夏
が
来
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
平
和
を
願

う
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
で
き
る
だ
け
多
く
参
加

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
暑
い

日
が
続
き
ま
す
が
、
戦
争
勢

力
に
負
け
て
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
愛
労
連
作
成
の
ウ
チ
ワ

も
活
用
し
て
夕
涼
み
宣
伝
を

頑
張
り
ま
す
。（
く
）

　

愛
労
連
は
７
月　

日
、
名
古

23

屋
市
内
の
中
村
区
役
所
講
堂
で

第　

回
定
期
大
会
を
開
催
し
、

35
代
議
員
や
傍
聴
な
ど
約
２
２
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
羽
根
克
明
議
長
が
幹

事
会
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。

来
賓
に
は
全
労
連
の
寺
間
誠
治

組
織
局
長
、
憲
法
と
平
和
を
ま

も
る
愛
知
の
会
の
成
瀬
昇
代
表

世
話
人
、
日
本
共
産
党
愛
知
県

委
員
会
の
岩
中
正
巳
委
員
長
、

国
民
救
援
会
愛
知
県
本
部
の
安

藤
巌
会
長
ら
が
駆
け
つ
け
、
激

励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
送
り

ま
し
た
。

　

議
案
の
提
案
で
は
、
榑
松
佐

一
事
務
局
長
が
、
組
織
拡
大
3

ヵ
年
計
画
3
年
目
の
目
標
達

成
、
大
企
業
の
社
会
的
責
任
追

及
、
安
全
安
心
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
守
り
格
差
と
貧
困
の
是

正
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
を
守

り
政
治
の
革
新
な
ど
を
柱
と
す

る
運
動
方
針
な
ど
を
提
案
し
ま

し
た
。

　

争
議
団
紹
介
で
は
愛
労
連
の

支
援
す
る
争
議
団
が
揃
い
、
争

議
の
早
期
解
決
を
め
ざ
す
決
議

を
全
員
の
賛
成
で
採
択
し
、
た

た
か
う
仲
間
を
激
励
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
組
織
拡
大
3
ヵ
年
計

画
の
2
年
目
を
終
え
、
組
合
員

数
を
純
増
で
迎
え
た
6
単
産
に

組
織
拡
大
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
組
織
拡
大
表
彰
で
は
昨
年

に
引
き
続
き
年
金
者
組
合
、
医

労
連
、
福
祉
保
育
労
が
2
年
連

続
の
純
増
と
な
り
、
年
金
者
組

合
は
5
0
0
0
名
を
突
破
し
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
の
討
論
で
は　

単
15

産
、
7
地
域
組
織
、
2
補
助
組

織
か
ら　

人
が
発
言
し
、
修
正

31

意
見
は
な
く
基
本
的
に
は
幹
事

会
の
提
案
す
る
方
針
を
支
持
・

補
強
す
る
も
の
で
し
た
。

　

議
案
採
決
で
は
、
す
べ
て
の

議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
、
大
会
宣
言
も
全
員
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

し
い　

名
の
役
員
が
選
出
さ
れ

３５

ま
し
た
。（
詳
細
は
２
〜
４
面
）

　

８
日
の　

年
人
事
院
勧
告

06

は
、
月
例
給
・
一
時
金
と
も
改

定
を
見
送
る
と
い
う
内
容
で
し

た
。
人
事
院
は
今
年
民
間
企
業

調
査
の
対
象
を
「
1
0
0
人
以

上
」
の
企
業
か
ら
「　

人
以
上
」

50

に
変
更
。
ま
た
、
民
間
役
職
者

の
対
応
関
係
も
変
更
す
る
な

ど
、
あ
ら
た
な
調
査
方
法
で
対

応
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
官
民
較
差
が　
18

円
で
、「
お
お
む
ね
均
衡
」
と
し

て
改
定
を
見
送
っ
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
給
与
へ
の
勤
務

成
績
反
映
や
昨
年
の
給
与
構
造

改
革
、
地
域
手
当
な
ど
、
公
務

員
賃
金
を
め
ぐ
っ
て
今
年
も
激

し
い
攻
防
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
ま
た
、「
育
児
休
業

等
の
法
改
正
に
つ
い
て
意
見
の

申
出
」「
職
員
の
自
己
啓
発
休
業

に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
つ
い

て
の
意
見
の
申
出
」
な
ど
も
打

ち
出
し
、
育
児
休
業
等
の
一
定

の
改
正
も
す
す
め
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
全
労
連
や
公
務

関
係
労
組
は
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
方
法
な
ら
ば
官
民
格
差
が
4

2
5
2
円
あ
っ
た
も
の
を
、
人

事
院
が
組
合
と
の
合
意
も
な
く

一
方
的
に
調
査
対
象
を
変
更
し

て
作
り
出
し
た
ベ
ア
ゼ
ロ
勧
告

だ
と
抗
議
し
て
い
ま
す
。

全
国
一
律
最
賃
制
の
確
立

全
国
一
律
最
賃
制
の
確
立

さ
ら
に
時
給
1
0
0
0
円

さ
ら
に
時
給
1
0
0
0
円

を
め
ざ
そ
う

を
め
ざ
そ
う

　

同
じ
く
８
日
午
後
４
時
か
ら

愛
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が

開
か
れ
、
先
月　

日
の
中
央
最

26

低
賃
金
審
議
会
の
「
目
安
」
を

２
円
上
回
る
６
円（
６
９
４
円
）

に
引
き
上
げ
る
「
答
申
」
を
だ

し
ま
し
た
。
愛
知
の
改
定
は
、

同
じ
Ａ
ラ
ン
ク
の
東
京
（
目
安

＋
１
円
）、
大
阪
（
目
安
通
り
）

か
ら
み
れ
ば
、
一
定
の
評
価
は

で
き
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
出
席
し
た
使
用
者
側
委
員

は
、
全
員
が
反
対
の
意
思
表
示

を
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ａ
ラ
ン
ク
内
の
格

差
解
消
で
あ
る
７
０
０
円
台
へ

の
引
き
上
げ
に
は
至
ら
ず
、
ま

し
て
私
た
ち
の
要
求
で
あ
る

「
時
給
１
０
０
０
円
」
か
ら
み

れ
ば
ほ
ど
遠
い
内
容
で
す
。

　

引
き
続
き
、「
時
給
１
０
０

０
円
以
上
」「
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
」
確
立
に
向
け
奮
闘
し
ま

し
ょ
う
。

　

小
泉
構
造
改
革
路
線
は
、

労
働
者
・
国
民
の
く
ら
し
に

激
し
い
痛
み
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
な

ど
大
企
業
が
空
前
の
大
も
う

け
を
す
る
一
方
で
国
民
・
労

働
者
の
貧
困
化
が
急
速
に
す

す
み
、
格
差
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
、
労
働
法
制
改
悪
反

対
、
働
く
ル
ー
ル
確
立
の
課

題
と
結
ん
で
た
た
か
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

小
泉
内
閣
の
老
年
者
控
除

廃
止
や
定
額
控
除
の
半
減
な

ど
に
よ
っ
て
高
齢
者
は
大
増

税
に
な
り
、
さ
ら
に
連
動
し

て
国
保
料
や
介
護
保
険
料
な

ど
も
高
く
な
り
ま
す
。
社
会

保
障
改
悪
と
相
ま
っ
て
、
く

ら
し
が
ま
す
ま
す
圧
迫
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
住
民
と
結

ん
だ
増
税
反
対
・
社
会
保
障

拡
充
の
た
た
か
い
を
す
す
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

構
造
改
革
は
公
務
に
対
し

て
も
「
官
か
ら
民
へ
」「
小
さ

な
政
府
」
な
ど
、
定
数
削
減
、

人
件
費
削
減
、
民
営
化
、
規

制
緩
和
な
ど
公
務
員
労
働
者

の
く
ら
し
を
脅
か
す
と
と
も

に
、
国
民
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
切
り
捨
て
を
露
骨
に
す
す

め
て
い
ま
す
。「
安
全
安
心

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
闘

争
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た

が
、
こ
の
た
た
か
い
を
重
視

し
て
と
り
く
み
ま
す
。

　

憲
法
・
教
育
基
本
法
の
改

悪
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
も

こ
の
秋
が
山
場
と
な
り
ま

す
。
国
民
過
半
数
署
名
の
達

成
に
向
け
さ
ら
に
奮
闘
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

組
織
拡
大
で
は
愛
労
連
全

体
と
し
て
の
減
少
傾
向
に
歯

止
め
を
か
け
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
度
は

組
織
強
化
３
年
計
画
の
３
年

目
。
活
動
の
す
べ
て
を
組
織

拡
大
に
結
び
つ
け
、
単
組
・

支
部
段
階
で
の
と
り
く
み
を

重
視
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

来
年
は
選
挙
の
年
で
す
。

県
知
事
選
、
い
っ
せ
い
地
方

選
、
参
議
院
選
と
政
治
を
転

換
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
大

い
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。
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人
勧
、月
例
給
・
ボ
ー
ナ
ス
改
定
な
し

人
勧
、 月
例
給 
・ 
ボ
ー
ナ
ス
改
定
な
し

0606最
低
賃
金
は
6
円
の
引
き
上
げ

最
低
賃
金
は
6
円
の
引
き
上
げ

7月18日に行った中部人事院事務局への行動

愛労連第35回定期大会

情勢切り開く情勢切り開く
たたかいに確信たたかいに確信

愛労連 第1回評議員会
　■と　き　9月2日(土)1３:３0
　■ところ　労働会館東館ホール

愛労連第35回定期大会報告特集

議
長
あ
い
さ
つ 愛労連議長

羽根克明

小泉の悪政を
はね返す運動
本格的に



労 連

　

名
古
屋
市
則
武
保
育
園
の
廃

止
・
民
営
化
反
対
運
動
で
は
、

父
母
や
民
間
保
育
労
働
者
の
仲

間
が
と
も
に
立
ち
上
が
っ
て
く

れ
大
き
な
力
に
な
っ
た
。
民
営

化
は
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

父
母
の
思
い
に
応
え
る
保
育
園

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
。
2

度
と
民
営
化
は
許
さ
な
い
。

第157号 （２）

役　

職

議

長

副

議

長

〃〃〃〃〃

事
務
局
長

事
務
局
次
長

〃

幹

事

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

会
計
監
査

〃〃

顧

問

氏　

名

羽
根　

克
明

市
川　
　

浩

稲
葉　

哲
久

柿
内　

公
子

平
田　
　

茂

福
田　

秀
俊

藤
原　

章
雄

榑
松　

佐
一

吉
良
多
喜
夫

田
中　

道
代

青
木　

信
一

粟
生　

政
男

伊
佐
地
修
一

伊
藤　

慎
次

大
竹　

信
彦

大
橋　

宗
明

尾
崎　

吉
政

國
村　

忠
文

小
池　

健
一

竹
市　

文
雄

竹
内　
　

創

竹
山　
　

寛

田
中　

知
通

玉
置　

重
光

仲
野　
　

智

西
岡　

久
男

西
尾
美
沙
子

平
田　

英
友

横
山　

節
子

吉
田　
　

智

吉
中
美
登
里

脇
坂　

宗
勝

熊
沢　

一
訓

玉
井　
　

勲

古
田　
　

健

見
崎　

徳
弘

出
身
組
合

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

愛
知
国
公

愛
知
県
医
労
連

女
性
協
（
自
治
労
連
）

尾
中
地
区
労
連

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

愛
高
教

生
協
労
連
愛
知
県
協
議
会

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

愛
労
連
職
員
労
組

建
交
労
愛
知
県
本
部

岡
崎
・
額
田
地
域
セ
ン
タ
ー

愛
高
教

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

愛
知
地
域
労
組
き
ず
な

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

東
三
河
労
連

全
労
連
・
全
国
一
般
愛
知
地
本

名
古
屋
中
地
域
セ
ン
タ
ー

タ
ク
シ
ー
協
議
会

愛
労
連
職
員
労
組

愛
教
労

全
印
総
連
愛
知
地
連

千
種
・
名
東
労
連

福
保
労
東
海
地
方
本
部

年
金
者
組
合
愛
知
県
本
部

愛
知
県
医
労
連

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
愛
知
地
方
本
部

女
性
協
（
国
公
）

検
数
労
連
名
古
屋
支
部

愛
知
国
公

港
地
区
労

名
南
地
域
労
連

愛
知
国
公

銀
産
労
東
海
地
本
愛
知
県
支
部

愛
高
教

愛
労
連
2
0
0
7
年
度
役
員

全労連組織局長
寺間誠治さん

憲法と平和をまもる
愛知の会　成瀬昇さん

日本共産党県委員会
委員長　岩中正巳さん

組織拡大で6組合が純増組織拡大で6組合が純増
　

組
織
強
化
拡
大
3
ヵ
年
計
画
の
2
年
目
を
終

え
、
年
金
者
組
合
、
全
国
一
般
、
福
保
労
、
医

労
連
、
東
海
法
労
、
通
信
労
組
の
6
単
産
が
純

増
で
今
大
会
を
迎
え
、
組
織
拡
大
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

たくさんのメッセージありがとうございましたした
映
画
演
劇
労
働
組
合
連
合
会

全
国
印
刷
出
版
産
業
労
働
組
合
総
連
合
会

全
国
検
数
労
働
組
合
連
合

全
国
生
協
労
働
組
合
連
合
会

全
国
自
動
車
交
通
労
働
組
合
総
連
合
会

全
繊
維
産
業
労
働
組
合

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合

全
日
本
年
金
者
組
合

・

　

愛
労
連
の
た
た
か
い
は
全
労

連
運
動
に
と
っ
て
も
激
励
に
な

る
到
達
点
を
築
き
あ
げ
て
き

た
。
全
国
一
般
シ
ュ
ー
ワ
石
油

や
建
交
労
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
た
た
か
い
を
到
達
点

に
、
個
人
請
負
と
い
う
無
権
利

労
働
者
を
無
く
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
組
織
拡
大
で
は
６
単

産
が
純
増
に
転
じ
う
れ
し
い
。

し
か
し
正
規
が
不
安
定
雇
用
に

置
き
換
え
ら
れ
純
増
は
簡
単
で

は
な
い
。
公
務
で
も
非
正
規
労

働
者
を
本
格
的
に
組
織
す
る
こ

と
が
大
切
。
２
０
０
万
全
労
連

と　

万
人
の
愛
労
連
実
現
へ
、

10
こ
の
秋
、
憲
法
と
教
育
基
本
法

を
守
る
た
た
か
い
を
軸
に
し
な

が
ら
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
。

　

憲
法
と
平
和
を
守
る
愛
知
の

会
は
、
小
泉
内
閣
の
戦
争
政
策

に
反
対
し
て
た
た
か
い
を
５
年

積
み
上
げ
て
き
た
。
憲
法
を
め

ぐ
る
情
勢
は
緊
迫
し
て
い
る

が
、「
憲
法
９
条
を
守
れ
」
の
世

論
は
多
数
派
。
憲
法
改
悪
の
狙

い
が
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
日
本

国
民
全
体
を
参
加
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て

き
た
。
地
域
や
職
場
、
草
の
根

で
広
げ
れ
ば
必
ず
阻
む
こ
と
が

で
き
る
。
労
働
組
合
は
憲
法
や

平
和
を
守
る
た
め
の
歴
史
的
・

階
級
的
任
務
を
も
っ
て
い
る
。

愛
労
連
の
み
な
さ
ん
が
、
憲
法

や
平
和
、
く
ら
し
も
権
利
も
俺

た
ち
が
守
る
ん
だ
の
決
意
を
高

め
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　

小
泉
政
権
の
5
年
間
が
鮮
明

に
な
っ
て
い
る
。
小
泉
首
相
は

毎
年
、
靖
国
神
社
に
参
拝
し
て

き
た
が
日
本
外
交
は
八
方
ふ
さ

が
り
に
陥
っ
て
い
る
。
二
つ
目

に
は
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の
政

治
で
、
在
日
米
軍
の
再
編
強
化

に
関
わ
っ
て
海
兵
隊
移
転
に
３

兆
円
を
日
本
が
支
出
す
る
世
界

に
例
の
な
い
状
況
。
３
つ
目
に

は
大
企
業
中
心
主
義
の
政
治

で
、
貧
困
と
格
差
の
広
が
り
が

大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
来
年

は
県
知
事
選
挙
、
一
斉
地
方
選

挙
、
参
議
院
選
挙
が
た
た
か
わ

れ
る
年
。
日
本
共
産
党
は
み
な

さ
ん
の
運
動
方
針
案
で
提
起
さ

れ
て
い
る
た
た
か
い
の
前
進
へ

と
も
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

各
界
の
み
な
さ
ん
か
ら
激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ

各
界
の
み
な
さ
ん
か
ら
激
励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ

愛
労
連
組
織
拡
大
3
ヵ
年
計
画
の
3
年
目

す
べ
て
の
組
織
が
目
標
達
成
に
向
け
全
力
を

ま
と
も
な
賃
金
・
雇
用
・
働
く
ル
ー
ル
を
守
り

大
企
業
の
社
会
的
責
任
を
追
及
し
よ
う

　

教
育
基
本
法
改
悪
が
国
会
に

出
さ
れ
、
国
を
愛
す
る
態
度
を

養
う
の
が
教
育
の
目
標
と
さ
れ

て
い
る
。
愛
高
教
は
独
自
の

５
・　

総
決
起
集
会
に
３
８
０

17

人
な
ど
、
か
つ
て
な
い
規
模
で

と
り
く
ん
で
き
た
が
夏
の
た
た

か
い
が
重
要
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や

自
治
体
要
請
に
も
と
り
く
む
。

　

海
部
郡
の
自
治
体
が
平
和
映

画
を
や
っ
た
。
町
長
が
イ
ラ
ク

な
ど
の
戦
争
で
子
ど
も
た
ち
が

亡
く
な
っ
て
い
る
が
日
本
は
平

和
憲
法
が
あ
る
か
ら
戦
争
せ
ず

に
す
ん
で
い
る
と
話
し
た
。
鈴

木
安
蔵
さ
ん
の
映
画
を
作
る
準

備
を
し
て
い
る
の
で
協
力
を
。

頑
張
っ
て
い
く
。

　

国
立
病
院
は　

年
４
月
に
独

０４

立
法
人
化
さ
れ
、
リ
ス
ト
ラ
、

賃
下
げ
を
強
行
し
多
く
の
職
員

が
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

名
が
東
京
地
裁
に
提
訴
、
年

２８末
に
も
判
決
が
予
定
さ
れ
る
。

不
利
益
是
正
と
雇
用
継
続
を
求

め
る
署
名
に
ご
協
力
を
。

　

住
民
税
や
国
保
料
ア
ッ
プ
、

障
害
者
自
立
支
援
法
に
伴
う
抗

議
・
苦
情
に
メ
ン
タ
ル
に
な
っ

て
し
ま
う
組
合
員
も
現
れ
て
い

る
。
国
の
悪
政
に
立
ち
向
か
う

た
め
、
新
城
市
民
病
院
な
ど
の

た
た
か
い
を
教
訓
に
住
民
と
の

共
同
を
強
化
し
て
い
く
。

　

公
的
保
育
制
度
の
縮
小
を
跳

ね
返
す
た
め
保
育
を
よ
く
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
名
古
屋
を
４
月

　

日
に
結
成
し
た
。
毎
月
第
４

２８金
曜
日
に
、
市
役
所
や
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
5
カ
所
で
宣
伝
を
行

っ
て
い
る
。
労
働
組
合
が
住
民

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
た

か
い
で
大
き
な
役
割
を
果
す
た

め
頑
張
る
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
で
、
呼

吸
器
ま
で
１
割
負
担
が
課
せ
ら

れ
た
。
名
古
屋
市
へ
の
請
願
署

名
に
と
り
く
み
、
自
己
負
担
に

つ
い
て
は
軽
減
策
を
実
施
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
引
き
続

き
署
名
に
協
力
を
。

　

看
護
師
不
足
で
県
下
の
看
護

師　

％
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

15
り
社
会
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

年
ぶ
り
に
看
護
師
配
置
基
準

18

さ
た
が
中
高
年
の
女
性
が
中

心
。
若
い
方
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
て
く
。

　

６
年
間
で
２
３
０
０
人
拡
大

人
、
全
国
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都

道
府
県
で
デ
モ
を
や
る
な
ど
大

統
一
行
動
に
と
り
く
む
。

　

郵
政
民
営
化
反
対
で
の
協
力

愛高教
高崎代議員

映産労
近藤代議員

愛知国公
磯貝代議員

医労連
栗木代議員

自治労連
伊藤代議員

建交労
田村代議員

自治労連
村瀬代議員

福祉保育労
藤原代議員

の
集
配
業
務
中
止
も
狙
わ
れ
て

い
る
。
９
月
議
会
で
自
治
体
が

声
を
上
げ
る
よ
う
と
り
く
む
。

　

シ
ュ
ー
ワ
石
油
の
た
た
か
い

は
、
個
人
請
負
と
し
て
無
権
利

状
態
に
置
か
れ
て
い
た
青
年
た

ち
が
愛
労
連
の
労
働
相
談
に
駆

け
込
み
始
ま
っ
た
。
社
会
的
な

福祉保育労
土屋代議員

医労連
原　代議員

年金者組合
吉田代議員

郵産労
蒲　代議員

全国一般
後藤代議員

たたかい い とと 組織拡大組 織 拡 大 をを 結びつけよう結 び つ け よ う
愛 労（３） ２００6年8月１０日

　

活
発
な
討
論
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
体
で　
31

人
の
方
か
ら
発
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
内
訳
は
単
産　
22

人
、
地
域
７
人
、
補
助
組
織

２
人
で
し
た
。
多
彩
で
積
極

的
な
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
が
、
中
で
も
単
産
か
ら

「
地
域
労
連
と
一
緒
に
た
た

か
う
」「
地
域
労
連
と
協
力
し

て
」
と
い
う
発
言
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
で

す
。
愛
労
連
の
方
針
を
先
取

り
し
た
よ
う
な
積
極
的
な
方

針
で
、
参
加
さ
れ
て
い
る
地

域
労
連
の
み
な
さ
ん
も「
お
、

こ
り
ゃ
忙
し
く
な
る
な
」
と

思
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
秋
に
は
安

全
・
安
心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
守
る
た
た
か
い
を
展
開
し

ま
す
。
単
組
や
支
部
の
組
合

員
が
地
域
で
の
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
が
、
公
務
員
攻
撃

を
は
ね
返
す
大
き
な
力
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

組
織
財
政
検
討
委
員
会
答

申
で
「
地
域
労
連
の
強
化
」

に
つ
い
て
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
。
愛
労
連
は
全
県
で
は
多

数
派
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
に
い
く
と
地
域
労
連
が

地
域
の
労
働
運
動
を
代
表
す

る
組
織
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
い
ろ
ん
な
運
動
の
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
泉

「
構
造
改
革
」
に
よ
る
「
痛

み
」
押
し
つ
け
は
地
域
で
大

き
な
矛
盾
を
引
き
起
こ
し
て

お
り
、
地
域
で
の
た
た
か
い

で
構
造
改
革
に
打
ち
勝
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
港
区
で
は

学
区
を
決
め
て
憲
法
を
守
る

過
半
数
署
名
に
と
り
く
ん
で

い
ま
す
。
す
べ
て
の
地
域
で

一
斉
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

で
き
る
地
域
か
ら
共
同
の
た

た
か
い
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

第
二
に
組
織
拡
大
に
つ
い

て
の
討
論
が
活
発
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
、
医
労

連
、
福
保
労
、
建
交
労
な
ど

か
ら
活
発
な
と
り
く
み
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
年
金
者
組

合
か
ら
は
「
愛
労
連
新
聞
に

悲
願
達
成
と
あ
る
が
、
年
金

者
組
合
の
悲
願
は
高
齢
者
人

口
の
１
％
、
１
万
人
だ
」
と

い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
の
悲
願
達
成
は

医
労
連
を
追
い
越
す
と
い
う

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
医

労
連
に
は
１
万
５
千
人
を
達

成
し
て
も
ら
い
一
日
も
早
く

　

万
人
愛
労
連
に
近
づ
き
た

10い
と
思
い
ま
す
。

　

反
対
・
修
正
意
見
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
港
か
ら

の
県
交
渉
に
つ
い
て
の
要
望

は
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
憲
法
・
教
育
基
本
法
の

た
た
か
い
に
つ
い
て
「
こ
の

夏
の
た
た
か
い
が
重
要
だ
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
夏
祭
り
、
盆
踊
り
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
た

た
か
い
を
広
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
意
見
を
運
動
方
針
に
活

か
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束

し
て
総
括
答
弁
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

事務局長
総括答弁

組
織
拡
大
と
地
域

組
織
拡
大
と
地
域

の
た
た
か
い
重
視

の
た
た
か
い
重
視

榑松事務局長

ブッシュの飼い犬 高木 徹

たくさんのメッセージありがとうございましたたくさんのメッセージありがとうございました
全
労
連
・
全
国
一
般
労
働
組
合

通
信
産
業
労
働
組
合

日
本
医
療
労
働
組
合
連
合
会

郵
政
産
業
労
働
組
合

秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

茨
城
県
労
働
組
合
総
連
合

神
奈
川
県
労
働
組
合
総
連
合

全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合

岐
阜
県
労
働
組
合
総
連
合

静
岡
県
労
働
組
合
評
議
会

京
都
地
方
労
働
組
合
総
評
議
会

千
葉
県
労
働
組
合
連
合
会

長
野
県
労
働
組
合
連
合
会

奈
良
県
労
働
組
合
連
合
会

広
島
県
労
働
組
合
総
連
合

福
岡
県
労
働
組
合
総
連
合

三
重
県
労
働
組
合
総
連
合

名
古
屋
市
立
高
等
学
校
教
員
組
合

国
鉄
労
働
組
合
愛
知
県
支
部

愛
知
県
A
A
L
A
連
帯
委
員
会

愛
知
県
原
水
爆
被
災
者
の
会

愛
知
県
公
害
病
患
者
の
会
連
合
会

愛
知
県
障
害
者 （
児
） の
生
活
と
権
利
を
守
る
連
絡
協
議
会

愛
知
県
商
工
団
体
連
合
会

愛
知
県
保
険
医
協
会

愛
知
県
労
働
者
学
習
協
議
会

愛
知
地
域
人
権
連
合

愛
知
文
化
団
体
連
絡
会
議

愛
知
労
働
者
福
祉
共
済
会

愛
知
労
働
問
題
研
究
所

愛
知
働
く
も
の
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
セ
ン
タ
ー

東
海
自
治
体
問
題
研
究
所

自
由
法
曹
団
愛
知
支
部

道
路
公
害
反
対
愛
知
県
民
会
議

名
古
屋
法
律
事
務
所

名
古
屋
第
一
法
律
事
務
所

名
古
屋
南
部
法
律
事
務
所

日
中
友
好
協
会
愛
知
県
連
合
会

日
本
共
産
党
名
古
屋
市
会
議
員
団

日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
愛
知
県
連
合
会

平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
愛
知
の
会

安
全
・
安
心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守
り

格
差
拡
大
と
貧
困
を
是
正
す
る
運
動
広
げ
よ
う

憲
法
と
教
育
基
本
法
の
改
悪
反
対

 「
戦
争
を
し
な
い
」 国
づ
く
り
と
政
治
革
新
を

　

小
泉
政
権
の
小
さ
な
政
府
は

公
務
員
を
減
ら
し
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
か
ら
国
が
手
を
引
い
て
い

く
こ
と
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
商
品

化
に
反
対
し
民
主
的
な
行
政
司

法
を
目
指
す
と
り
く
み
を
強
め

て
い
く
。
４
月　

日
に
は
、
国

22

公
９
条
の
会
愛
知
を
結
成
し

た
。
憲
法
を
ま
も
る
運
動
で
も

　

名
古
屋
市
内
の
学
童
保
育
所

は
昨
年
５
箇
所
減
り
、
小
学
校

２
５
９
校
に
対
し
１
８
０
箇
所

に
。
助
成
金
は
拡
大
し
て
い
る

が
実
態
に
追
い
つ
か
ず
、
組
合

員
も
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
保

護
者
と
の
共
同
強
化
、
自
治
体

闘
争
を
一
層
強
化
す
る
。

を
引
き
上
げ
さ
せ
た
が
現
場
は

過
酷
で
大
量
に
退
職
者
し
て
い

く
。
す
べ
て
の
医
療
機
関
に
組

合
を
つ
く
る
た
め
知
人
、
友
人

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

　

１
年
間
で
３
つ
の
組
織
を
つ

く
っ
た
。
し
か
し
、
全
国
的
に

管
理
職
を
使
っ
て
連
合
系
の
第

２
組
合
を
つ
く
り
全
労
連
系
の

組
合
つ
ぶ
し
が
行
わ
れ
て
い

る
。
大
企
業
の
一
人
勝
ち
の
中

で
愛
労
連
民
間
部
会
と
中
小
企

業
家
同
友
会
と
の
懇
談
を
行

う
。
中
小
経
営
者
と
の
共
通
項

を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
。

　

め
い
き
ん
生
協
で
は
パ
ー
ト

に
評
価
制
度
が
入
り
、　

名
が

10

異
議
申
し
立
て
し
数
名
は
判
定

を
変
え
さ
せ
た
。　

年
に
愛
労

04

連
パ
ー
ト
臨
時
連
絡
会
を
発
足

し
5
0
0
0
人
を
突
破
し
た
。

県
の
高
齢
者
比
１
％
、
１
万
を

め
ざ
す
の
で
協
力
を
。　

月　
10

18

日
に
は
首
都
圏
で
3
0
0
0

に
感
謝
。
分
社
化
を
控
え
、
職

場
で
は
ノ
ル
マ
や
ミ
ス
は
連
帯

責
任
と
さ
れ
、
心
を
病
む
人
も

増
え
て
い
る
。
１
０
４
８
局
で

　

夫
は
刈
谷
市
美
術
館
で
、
深

夜
ま
で
の
残
業
と
持
ち
帰
り
で

過
労
死
し
た
。
公
務
災
害
申
請

し
た
が
組
合
の
な
い
刈
谷
市
は

協
力
し
て
く
れ
な
い
。
昨
年
、

公
務
外
の
判
断
が
出
さ
れ
現
在

は
審
査
請
求
中
。
支
援
を
。

　

７
月　

日
、
港
湾
会
館
で
シ

１４

ャ
ン
ソ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ラ

メ
ー
ル
を
行
い
成
功
し
た
。
協

力
に
感
謝
。
様
々
な
人
が
参
加

し
て
み
な
と
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
た
い
。
憲
法
闘
争
で

は
、
署
名
過
半
数
を
め
ざ
す
。

　

様
々
な
運
動
に
と
り
く
ん
で

い
る
が
、
家
族
を
視
野
に
入
れ

た
物
と
し
て
毎
年
地
引
き
網
を

や
っ
て
い
る
。
今
年
３
９
２
人

が
参
加
。
楽
し
い
行
事
を
通
し

て
仲
間
意
識
を
強
め
、
次
の
運

動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

住
友
電
工
が
移
転
し
、
跡
地

の
土
壌
汚
染
問
題
と
巨
大
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
。
土
壌
汚

染
は
市
が
完
全
除
去
を
約
束
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
汚
染
さ
れ
た

ま
ま
。
住
民
本
位
の
街
づ
く
り

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
。

　

地
域
で
９
条
守
れ
の
た
た
か

い
で
労
働
者
の
会
を
た
ち
あ
げ

て
署
名
用
紙
を
団
地
１
戸
１
戸

に
配
っ
て
、
回
収
に
回
る
。
地

域
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
づ
く
り

に
つ
い
て
は
関
係
す
る
単
産
と

検
討
を
始
め
た
い
。

　

Ａ
Ｉ
Ｇ
ス
タ
ー
生
命
の
雇
い

止
め
問
題
で
多
く
の
団
体
署
名

に
感
謝
す
る
。
高
齢
者
雇
用
安

定
法
が
施
行
さ
れ
た
が
各
行
で

採
用
条
件
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
。
誰
も
が
希
望
す
れ
ば
条
件

な
し
に
継
続
雇
用
が
実
現
で
き

る
よ
う
に
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
の
一
番

の
活
動
は
相
談
者
を
組
合
に
つ

な
ぐ
こ
と
。
地
域
ユ
ニ
オ
ン
づ

く
り
は
地
域
労
連
の
中
の
単
組

が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
労
働
相

談
員
や
組
織
化
オ
ル
グ
を
育
て

る
活
動
と
い
う
認
識
が
大
事
。

　

川
井
人
事
裁
判
は
実
質
勝
利

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
す

る
。
県
で
は
５
つ
の
組
合
が
あ

る
が
愛
教
労
と
の
交
渉
は
課
長

な
ど
責
任
能
力
の
な
い
担
当
者

が
話
を
聞
く
だ
け
。
差
別
対
応

を
や
め
さ
せ
る
た
め
頑
張
る
。

問
題
に
す
る
た
め
新
聞
に
も
発

表
し
、
４
回
の
団
体
交
渉
で
要

求
を
ま
る
の
み
さ
せ
解
決
す
る

で
き
た
。
支
援
に
感
謝
す
る
。

建交労
谷藤代議員

生協労連
宮垣代議員

自治労連
倉田代議員

港地区労
宇佐見代議員

東三河労連
渡辺代議員

名南労連
田島代議員

千種名東労連
竹内代議員

銀産労
黒田代議員

ローカルユニオン
黒島代議員

愛教労
土井代議員

たたかいた た か いと組織拡大を結びつけよう10万人
愛労連へ
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８
月
盛
夏
の
湿
原
に
白
鷺
が
舞
う
。

ま
さ
に
そ
ん
な
姿
の
花
、
サ
ギ
ソ
ウ
。

花
の
造
形
の
妙
と
も
い
う
べ
き
か
。
近

い
と
こ
ろ
で
は
瀬
戸
・
海
上
の
森
、
少

し
足
を
の
ば
し
て
、
豊
橋
・
葦
毛
湿
原

な
ど
、
近
郊
の
真
夏
の
湿
原
に
は
ど
こ

に
で
も
見
ら
れ
る
花
だ
。　

℃

近
い

40

暑
さ
も
湿
原
を
囲
む
森
に
一
歩
足
を
踏

み
込
む
と
ひ
ん
や
り
と
す
る
。
夏
草
繁

る
湿
原
に
真
っ
白
い
花
が
灼
熱
の
太
陽

を
照
り
返
し
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
や
ミ
ミ

カ
キ
グ
サ
の
ご
く
小
さ
な
花
も
彩
り
を

添
え
る
。
そ
の
中
を
湿
原
の
生
き
た
宝

石
、
体
長
２
㎝
足
ら
ず
の
真
っ
赤
な
ハ

ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
が
飛
び
回
っ
て
い

る
。
た
ま
に
は
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
部

屋
か
ら
飛
び
出
し
て
、
湿
原
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

湿原に舞う
白鷺(シラサギ)
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■愛知共済会ハゼ釣り大会
　9月17日（日）8:30～
　知多郡美浜町・冨具崎漁港
■愛労連青年協大ソフトボール大会
　9月23日（土・祝）9:00～
　木場南広場（飛島村）
■革新県政の会総会
　9月23日（土・祝）13:30～
　労働会館東館ホール
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７
月　

日
午
後
１
時
半
、
労

１５

働
会
館
東
館
で
行
わ
れ
た
愛
労

連
女
性
協
第　

回
定
期
総
会
に

17

は
、　

単
産
か
ら
代
議
員　

１０

５０

人
、
幹
事　

人
が
参
加
し
ま
し

１０

た
。
全
動
労
争
議
団
の
工
藤
さ

ん
の
コ
ー
ヒ
ー
あ
り
、
建
交

労
、
全
国
一
般
、
母
親
連
絡
会

の
物
資
販
売
あ
り
の
、
気
が
利

い
て
い
る
よ
う
で
「
た
だ
」
で

は
帰
れ
な
い
総
会
で
し
た
。

　

来
賓
に
愛
労
連
の
羽
根
克
明

議
長
を
迎
え
、
女
性
協
議
長
の

柿
内
さ
ん
の
「
情
勢
に
負
け
な

い
で
平
和
を
守
る
運
動
を
強
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
力

強
い
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
小
泉
構
造
改
革

に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
き

び
し
い
状
況
が
話
さ
れ
ま
し
た

が
、
ま
た
、
そ
れ
ら
に
負
け
な

い
と
り
く
み
や
平
和
の
と
り
く

み
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
休
憩

の
時
に
は
高
校
生
平
和
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
か
ら
や
っ
て
来
た
女
子
高

　

７
月　

日
（
土
）
〜

15

　

日
（
日
）
福
井
県
三

17国
町
に
て
第　

回
サ
マ

15

ー
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
職
種
・
単

産
、
地
方
の
枠
を
超

え
、
東
海
北
陸
の
７
県

か
ら　

名
（
う
ち
愛
知

61

か
ら
は　

名
が
参
加
）

19

と
、
多
く
の
青
年
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

が
テ
ー
マ
で
、
全
体
的

に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
進

行
で
、
日
頃
の
仕
事
な

ど
の
疲
れ
を
癒
し
つ
つ

交
流
と
学
習
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

サ
マ
セ
ミ
は
交
流
だ

け
で
な
く
学
習
も
大
き

な
テ
ー
マ
の
一
つ
で

す
。
１
日
目
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
様
々
な

職
種
か
ら
選
ば
れ
た
パ

ネ
ラ
ー
が
職
場
の
実
態

を
報
告
し
ま
し
た
。
ど

こ
も
厳
し
い
現
状
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
一
人
一
人
で
は
解
決

が
困
難
で
も
、
労
働
組

合
に
結
集
し
仲
間
同

士
、
共
感
を
も
っ
て
行

動
し
て
い
け
ば
必
ず
解

決
の
糸
口
が
つ
か
め

る
」
と
の
訴
え
に
は
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
分
科
会
は

「
憲
法
」「
格
差
社
会
」

「
恋
愛
・
結
婚
・
子
育

て
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ

に
分
か
れ
、
愛
知
実
行

委
員
会
は
「
憲
法
」
を

担
当
し
ま
し
た
。
内
容

は
ク
イ
ズ
形
式
で
チ
ー

ム
対
抗
戦
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
学
習
し
て
い

た
つ
も
り
で
も
、
い
ざ

ク
イ
ズ
に
出
題
さ
れ
る

と
意
外
と
苦
戦
し
て
い

ま
し
た
。

　

サ
マ
セ
ミ
は
毎
年
、

東
海
北
陸
地
方
の
各
県

が
持
ち
回
り
で
開
催

し
、
実
行
委
員
会
形
式

で
そ
の
年
、
地
方
に
合

わ
せ
た
内
容
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
学
習
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
来
年

の
サ
マ
セ
ミ
に
参
加
し

て
み
て
下
さ
い
。

　
　
（
青
年
協
・
加
藤
）

厳しいからこそ結集しよう
“サマセミ”青年交流会で職場の実態を語り合うNO.7

■
愛
知
県
医
労
連

執
行
委
員
長　

振
角
敏
広
／
副

執
行
委
員
長　

稲
葉
哲
久
／
同

　

鈴
木
弘
之
／
同　

浜
島
ち
か

子
／
書
記
長　

原
英
彦
／
書
記

次
長　

中
島
恵
子
／
同　

長
尾

実
／
同　

西
尾
美
沙
子

■
愛
労
連
女
性
協

議
長　

柿
内
公
子
／
副
議
長　

木
全
乙
美
／
同　

渡
辺
育
代
／

事
務
局
長　

横
山
節
子

■
自
治
労
連
愛
知
県
本
部

執
行
委
員
長　

羽
根
克
明
／
副

執
行
委
員
長　

梅
野
敏
基
／
同

　

矢
野
正
彦
／
同　

大
橋
宗
明

／
同　

長
坂
圭
造
／
同　

林
達

也
／
書
記
長　

伊
藤
慎
次
／
書

記
次
長　

村
田
和
広

■
職
場
で
は
数
値
目
標
に
振
り

回
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
就

職
件
数
等
を
意
識
し
て
仕
事
を

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
結

果
ば
か
り
を
求
め
て
過
程
を
お

ろ
そ
か
に
し
て
は
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。
障
害
者
の
相
談
・
紹

介
の
場
合
、
就
職
が
大
変
難
し

い
方
も
い
ま
す
が
、
希
望
を
持

っ
て
来
所
し
て
い
ま
す
。
本
省

の
方
に
も
窓
口
業
務
を
も
っ
と

理
解
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。（
全
労
働　

板
倉
正
美
）

■
７
月
に
我
が
家
に
双
子
の
女

児
が
誕
生
し
ま
し
た
。
寝
顔
が

と
て
も
か
わ
い
く
、
ず
っ
と
見

て
て
も
飽
き
ま
せ
ん
。（
名
水

労　

出
�
大
進
）

愛知・静岡・三重の参加者でパチリ

中
京
病
院
支
部
の
労
働
争
議
は

勝
利
和
解
で
き
た
。
評
価
制
度

の
実
施
に
つ
い
て
は
組
合
の
意

見
も
踏
ま
え
て
協
議
す
る
こ
と

で
、
な
ん
と
か
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
て
た
。
地
域
住
民
の
み

な
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ

く
り
に
奮
闘
し
て
い
き
た
い
。

　

春
秋
の
地
域
総
行
動
で
自
治

体
交
渉
を
中
心
に
運
動
し
て
き

た
。
名
古
屋
市
は
栄
広
場
を
高

層
ビ
ル
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
教
育
館
も
高
層
ビ
ル
に
し

て
安
く
借
り
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
運

動
を
展
開
す
る
の
で
協
力
し
て

ほ
し
い
。

　

全
労
連
も
愛
労
連
も
大
企
業

内
部
で
の
た
た
か
い
と
の
共
同

が
後
退
し
て
い
る
。
割
っ
て
出

る
事
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な

い
が
、
諸
外
国
で
は
複
数
組
合

と
い
う
の
は
当
た
り
前
。
ユ
ニ

オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
が
労
働
者
の
団

結
権
と
労
働
者
の
く
ら
し
を
守

っ
て
き
た
か
論
議
す
る
段
階
に

な
っ
て
い
る
。
広
い
目
で
物
事

を
見
な
が
ら
運
動
を
発
展
さ
せ

て
い
く
視
野
が
必
要
。

　

住
民
税
の
引
き
上
げ
、
国
保

の
減
免
問
題
で
、
労
働
組
合
と

地
域
住
民
が
力
を
あ
わ
せ
る
こ

と
が
大
事
。（
憲
法
）署
名
共
同

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。
映

画
の
集
い
や
街
頭
宣
伝
行
動
に

と
り
く
ん
で
き
た
。
来
春
の
県

知
事
選
挙
や
政
治
革
新
に
向
け

て
の
と
り
く
み
も
強
化
す
る
。

　

じ
ん
肺
ア
ス
ベ
ス
ト
根
絶
県

民
集
会
は
５
０
０
名
を
超
す
参

加
で
成
功
。
じ
ん
肺
は
心
肺
機

能
が
低
下
す
る
職
業
病
。
全
国

　

地
裁
で
計
９
６
４
人
が
国
の

１１責
任
を
求
め
提
訴
。
東
京
地
裁

で
は
国
の
責
任
を
認
め
た
が
国

は
控
訴
。
引
き
続
き
協
力
を
。

　

は
た
ら
く
女
性
の
愛
知
県
集

会
、
国
際
女
性
デ
ー
愛
知
県
集

会
、
愛
知
母
親
大
会
な
ど
で
平

和
の
問
題
を
重
視
し
て
と
り
く

ん
で
き
た
。
女
性
協
は
こ
う
し

た
実
行
委
員
会
で
事
務
局
長
や

副
実
行
委
員
長
な
ど
の
役
割
を

果
た
し
て
頑
張
っ
て
き
た
。
勤

通
大
の
憲
法
特
別
コ
ー
ス
に
は

女
性
協
幹
事
会
も　

人
で
受
講

１２

し
、
学
習
会
を
重
ね
な
が
ら
全

員
そ
ろ
っ
て
合
格
の
予
定
。

　

９
条
に
カ
ン
パ
イ
し
よ
う
と

金
山
南
口
で
９
条
に
つ
い
て
訴

え
通
行
人
も
含
め
１
２
０
人
が

参
加
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は

１
４
０
人
が
参
加
。
今
年
も
９

月　

日
に
木
場
南
広
場
で
開
催

２３
す
る
。
東
海
北
陸
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
は　

名
が
参
加
。
今
の
青

６１

年
の
お
か
れ
た
厳
し
い
現
状
を

確
認
し
あ
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
リ
ス
ト
ラ
闘
争
は
昨

年
8
月
に
名
古
屋
地
裁
で
和
解

し
た
が
７
月
１
日
に
大
阪
方
面

に　

名
が
配
転
さ
せ
ら
れ
た
。

３５
内　

名
が
愛
知
の
組
合
員
で
、

１６
取
り
戻
し
運
動
を
展
開
す
る
。

学
習
会
等
で
広
く
宣
伝
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
繋
が
り
の
無

か
っ
た
人
達
も
仲
間
に
な
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
支
援
を
。

医労連
上条代議員

名中センター
山田代議員

西三河南労連
桜井代議員

天白地域センター
渡辺代議員

建交労
石村代議員

女性協
郷地代議員

青年協
加藤代議員

通信労組
今木代議員

生
か
ら
「
原
水
禁
世
界
大
会
」

参
加
へ
の
カ
ン
パ
の
訴
え
が
あ

り
、
若
い
人
の
率
直
な
訴
え
に

４
万
円
以
上
の
カ
ン
パ
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

女
性
協
で
は
９
月
に
泊
ま
り

こ
み
の
幹
事
会
、　

月
に
は　

１０

60

人
規
模
の
集
会
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
９
月
か
ら
の
国
会
情
勢

を
見
据
え
、
平
和
を
守
る
運

動
、
９
条
を
守
る
運
動
を
幅
広

く
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

（
愛
労
連
女
性
協
発
）

職場の厳しい実態にも負けずに頑張る決意があふれた総会

憲
法
九
条
と
平
和
を
ま
も
る
運
動
を
力
強
く

愛
労
連
女
性
協
が
第　

回
定
期
総
会
を
開
く
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【前号クイズの答え】
　答えは“カクハイゼツ（核廃絶）”で
した。正解者の中から抽選で10名
の方に図書カードをお送りします。

国保･医療･介護
なんでも電話相談

9月13日�･14日�
10:00～16:00
主催：愛知社保協

052(834)2020


